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I. 開発背景

・コロナ禍によって、十分な体制が確立しないまま 
　オンライン授業が開始

・大学本部からの情報、各学部や学科ごとに 
　すべてHPが分かれており、 
　学生への積極的な情報周知が難しい

学生の自分たちに今できることは何かないか
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I. 開発背景

・メールによる周知はあるものの、 
　リンク等がなく必ずしも最適な手段 
　とは言えない。 

・あまり本人に関係のない情報も 
　流れてきてしまう。

より学生が確認しやすい 
UXの必要性
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I. 開発背景

学生個々人が容易に自分に最適化された情報を受け取れる

重要なメッセージの見逃しを1件でも多く防止できるUX

+

スマホアプリ⇢ ダウンロードのコストが高い 
WEBサイト  ⇢ 見逃される可能性が高い 
Twitter等     ⇢ すでに各部局から配信されている 
                      他の情報と混在するため可読性が低い
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LINE Botの利点

・学生は友達追加のみで登録できる。

・学生の大半がLINEを利用している。

・LINE Messaging APIの機能でボタンなど 
　ユーザーフレンドリーなUXを 
　最小の工数で簡単に実現可能

II. 開発概要
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II. 開発概要

各部局のサイトから更新を検知し、 
自動で各学生にLINEでPUSH通知を 
送ることができるLINE Botを開発。

・登録者4790人 (6/3現在) 
・留学生向け英語版も開発
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興味のある方はこちらからご登録ください↓
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II. 開発概要

大学をあげて様々な部局の方が宣伝など柔軟に対応
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II. 開発概要

地元紙にも 
掲載していただきました。
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III. 開発詳細

開発言語：Python3 
   

各種フレームワーク等 
・Beautiful Soup(スクレイピング) 
・Flask(サーバーサイド) 
・LINE Messaging API 

開発期間：5日間
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III. 開発詳細

東北大学 学部や受け取る 
情報の種類を登録
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III. 開発詳細

東北大学

WEBスクレイピングで 
各部局のHP更新を検知
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III. 開発詳細

東北大学

サーバーのDB更新
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III. 開発詳細

東北大学
各々のLINEに 

所属に合わせた情報送信
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III. 開発詳細

東北大学

開発者3人のslackへ 
配信成功通知
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IV. ユーザーアナリティクス

部局ごとの登録人数比

工
医
文学
法
理
経済
農
教育
薬
歯
情報科学
生命科学
環境科学
医工学
国際文化

工 
33% 

1000人以上

医 
14%文 

11%

法 
9%

理 8%

経 8%

農 6%
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・東北大学の授業情報などを配信するLINE Botを作成

・これにより、従来より学生・大学の双方が 
楽に情報周知をできる基盤を作成した。

・本プラットフォームを他大学や他施設等でも 
　利用できないかなど、API化を検討中

V. 結論・今後の展望
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V. 結論・今後の展望

この変動するコロナ禍の時代において、 
学生が主体となって様々な開発を今後もしていきたい


